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物  質  名 1,1-ジクロロエタン ＤＢ－18 

別  名 エチリデンジクロライド、二塩化

エチリデン 
構 造 式 

 

CAS番号 75-34-3 
PRTR番号 － 
化審法番号 2-54 
分子式 C2H4Cl2 分子量 98.96 
沸点 57.4℃1)  融点 －96.9℃1)  
蒸気圧 2.27×102 mmHg（25℃、実測値）2) 換算係数 1 ppm = 4.05 mg /m3（25℃） 
分 配 係 数（log Pow） 1.79（実測値）3) 水溶性 5.04×103 mg /L (25℃、実測値) 4) 

急急急    性性性    毒毒毒    性性性    
 
 動物種 経路 致死量、中毒量等  
 ラット 経口 LD50 8,200 mg/ kg 5)  
 ラット 経口 LD50 14,100 mg/ kg  6)  
 マウス 吸入 LCL0 30,000 mg/m3 (2hr) 7)  
 マウス 吸入 LCL0 70,000 mg/m3 (2hr) 7)  
 ラット 吸入 LC50 13,000 ppm (52,650 mg/m3)(4hr) 7)  

 

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

・ラットに 0、562、1,000、1,780、3,160、5,620 mg/kg/dayを 6週間（5日/週）強制経口投与し
た結果、3,160 mg/kg/day群の雌で 2/5匹が死亡し、562、1,000 mg/kg/day群の雄及び 1,780、
3,160 mg/kg/day群の雌で体重増加の抑制を認めた 8) 。この結果から、LOAELを 562 mg/kg/day
（ばく露状況で補正：400 mg/kg/day）とする。 

・ラットに 0、1,000、2,000、4,000 mg/kg/dayを 10日間強制経口投与した結果、1,000 mg/kg/day
以上の群で体重増加の抑制、肝臓の相対重量の減少に有意差を認め、2,000mg/kg/day 以上の
群で腎臓の非たんぱく質性 SH基レベルの増加も認めた 5)。また、ラットに 0、500、1,000、
2,000、4,000 mg/kg/dayを 13週間（5日/週）強制経口投与した結果、500 mg/kg/day以上の群
で投与に関連した器官の傷害はなかったが、2,000 mg/kg/day群で体重増加の有意な抑制を認
め、4,000 mg/kg/day群で投与後 11週までに半数以上が死亡した 5) 。これらの結果から、NOAEL
を 500 mg/kg/dayとする。 

・ラットの雄に 0、382、764 mg/kg/day、雌に 0、475、950 mg/kg/dayを 78週間（5日/週）強制
経口投与した結果、投与に関連した組織の変性等はなかった。雌雄の対照群及び投与群で死

亡率が高かったが、これは肺炎（発生率 80％程度）と関連したものと考えられた 8) 。 
・マウスの雄に 0、1,442、2,885 mg/kg/day、雌に 0、1,665、3,331 mg/kg/dayを 78 週間（5 日/
週）強制経口投与した結果、2,885 mg/kg/day群の雄及び 3,331 mg/kg/day群の雌で生存率の有
意な低下を認めた。なお、投与に関連した組織の変性等（非発がん影響）はなかった 8)。こ

の結果から、雄の NOAELを 1,442 mg/kg/day（ばく露状況で補正：1,030 mg/kg/day）、雌の
NOAELを 1,665mg/kg/day（ばく露状況で補正：1,189 mg/kg/day）とする。 

・ラット、モルモット、ウサギ、ネコに 0、2,025 mg/m3を 13週間（6時間/日、5日/週）吸入さ
せた結果、全動物種のばく露群で影響がなかったため、ばく露濃度を 4,050 mg/m3に上げて、

さらに 26週までばく露を続けた。この結果、ラット、モルモット、ウサギでは影響はなかっ
たが、ネコで体重増加の抑制、血清クレアチニン及び血液尿素窒素の上昇、尿細管の拡大及
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び変性がみられた 9) 。この結果から、ネコの NOAELを 2,025 mg/m3（ばく露状況で補正：360 
mg/m3）とする。 

・ラット、モルモット、ウサギ、イヌに 0、2,025、4,050 mg/m3を 6 ヵ月間（7 時間/日、5 日/
週）吸入させた結果、全動物種の剖検、組織検査、血液検査等で影響はなかった 10) 。この結

果から、全動物種の NOAELを 2,025 mg/m3（ばく露状況で補正：420 mg/m3）とする。 

生生生    殖殖殖・・・発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

・ラットに 15,400、24,300 mg/m3（対照について記載なし）を妊娠 6 日から 15 日まで吸入（7
時間/日）させた結果、15,400mg/m3 以上の群で胎仔の体重、一腹あたりの着床数、生存胎仔

数、吸収胚数に影響はなく、奇形もなかったが、24,300 mg/m3群で胸骨分節の骨化遅延の発

生率が増加した。なお、母ラットでは 15,400mg/m3 以上の群で体重増加のわずかな抑制がみ

られた他に影響はなかった 11) 。この結果から、NOAELを 15,400 mg/m3（ばく露状況で補正

：4,490 mg/m3）とする。 

ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響    

・眼に入ると、発赤、痛み、皮膚に付くと皮膚の乾燥、ざらつき、経口摂取や吸入ではめまい、

吐き気、嗜眠、感覚鈍麻、意識喪失を生じ、経口摂取では灼熱感も生じる。中枢神経系に影

響を与えることがある。長期または反復ばく露では、本物質の液体は皮膚の脱脂を起こす。

腎臓、肝臓に影響を与えることがある 12)。 
・本物質は、感覚消失に必要な濃度（> 100,000 mg/m3）で不整脈が発生するために、麻酔薬と

しての使用を中止された経緯がある。このことから、高濃度の本物質を吸入すると、中枢神

経抑制作用があると思われる 13) 。 

発発発    ががが    んんん    性性性    

IARCの発がん性評価：評価されていない。 

許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
 
 ACGIH 14) TLV-TWA 100 ppm（405 mg/m3）  
 日本産業衛生学会 15) 100 ppm（400 mg/m3）  
 

暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

 経口ばく露については、ラットの中・長期毒性試験から得られたNOAEL 500 mg/kg/day（体
重増加の抑制など）を採用し、試験期間が短いことから 10で除した 50 mg/kg/dayを暫定無毒性
量等に設定する。 
吸入ばく露については、ネコの中・長期毒性試験から得られた NOAEL 2,025 mg/m3（血清ク

レアチニン、血液尿素窒素の上昇）を採用し、ばく露状況で補正して 360 mg/m3とし、試験期

間が短いことから 10で除した 36 mg/m3を暫定無毒性量等に設定する。 
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